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中原寺 
第十七世 
住職継職 

祝賀会 

住職継職祝賀会に臨席しての所感 

  祝賀パーティーは、市川駅前の山崎厚生年金会館3階の大広間で厳粛な中、華やかに挙行さ

れた。来賓の方々をはじめ、門信徒の方々、中原寺婦人会、壮年会の皆さん総勢150名前後

の参列者の心からの慶祥の気持ちが溢れた思い出に残る祝賀パーティーでした。 

  当日の継職慶讃法要時に配布された「あえてよかったね」の冊子を紐解いて見ました。そ

こに記載された中原寺年譜に記載された前住職の履歴（昭和38年就任）を辿ると、その住職

歴が、ほぼ「東京タワー」の歴史（昭和33年末開業から現在まで任務遂行）に符合している

ことに気づかされました。奇しくも、その東京タワーが次の「東京スカイツリー」に翌々日

の平成24年5月22日に、その役割をバトンタッチされようとしているまさにその時期に、中

原寺においても新住職への継職が実現した事実は、新しい時代の幕開けを象徴するものと痛

感しました。 

  われわれ昭和の1桁から昭和20年終戦までの所謂「東京タワー世代」は、次なる「東京ス

カイツリー世代」へ主役の交代を自覚すべきでしょう。 

　 東京スカイツリーの開業に合わせての17世住職の就任は、まさに時宜に叶ったものと思い

ます。先代の住職の温故を訪ね、新住職が新しい時代の知新を求めて東京スカイツリーのご

とくより高い境地を求めて中原寺の歴史切り開くように切望する次第です。おめでとう御座

います。 合掌 

◆5月20日（日） 午後 1 時 
　【親鸞聖人七百五十回大遠忌法要並びに 
　　　　　　　　　　   中原寺第十七世住職継職慶讃法要を終えて】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

　この感受性豊かな青年は、私の「納棺夫日記」を映

画化したいとの衝動に駆られました。映画化に際しては、

本木雅弘君との間に生起したいろいろな葛藤模様を微

に入り細に亘り語られ、完成までの苦労談が報告され

ました。 

　本木雅弘君は孤軍奮闘し周囲の関係者を説得し、や

っと映画化への第一歩としてプロジェクトチームが設

立されたそうです。そして担当プロデューサーがやっ

て来て脚本を見せて貰ったがあまりにも原作との乖離

があり原作者としては承服しがたく、作者名は匿名で

題名は変えての映画化を承諾した次第でした。 

　やがて「おくりびと」と言う題名で映画は完成し、

その視聴会への招待を受け上京したとのことです。映

画の出来栄えは良く私も大いに感動した。全米でも好

評を博しアカデミー賞受賞対象作品としてノミネート

されることになった。そしてアカデミー賞の栄冠を勝

ち得た。 

　当時アメリカでは、黒人のオバマ大統領が就任し国

民の意識や価値観の変わり目の時期でした。そんな兆

しを察知して、私はこの映画がひょっとしたらアカデ

ミー賞を取るのではないかと思ったそうです。鋭い作

家の感覚に感服いたしました。 

　その直後、この映画の原作者は誰かとの詮索が起こ

り私の名前が露見されることになり、一躍有名人とな

ってしまったが、私が「納棺夫日記」を上梓した本当

の真意は理解されなかった。 

　と言うのも「納棺夫日記」は単に死者の体を綺麗に

してやったとか、納棺夫の心理を描写した小説ではなく、

後世の一大事を親鸞の御教えを通じて不安を抱く衆生（愚

者）に知らしめるために書いたものであります。 

　然ながら、「納棺夫日記」の著作をきっかけに映画

化を縁に、本木雅弘君とも知り合い中原寺の平野住職

とも知己になり、又いろいろな人と知り合えたのは、

縁の不思議さと出会いの大事さを痛感するものである。 

　新しい17世住職への継職記念の法要に講演できたこ

とに感謝します。皆さん有難うございます。 

 

　今回の記念事業をもって、約半世紀にわたり中原寺

ご住職として職を全うされ、また、ご住職を支えられ

た坊守のお力も大変なものであったと思います。前住

職になられても、本願寺派の布教使としてご活躍され

ると思いますが、お身体には十分留意されますこよを

願う次第です。　 

　中原寺第十七世住職として継職されました前副住職も、

これから大変ご苦労をされることも多いかと思いますが、

若坊守と二人三脚で頑張って頂きたいと思います。 

　お二人を支えて中原寺を盛り立てるのも、我々門徒

一人一人の責任でもあろうかと考える次第です。 

　この度の記念事業に際し門信徒会役員、婦人会・壮

年会の皆さんが一致協力され、それぞれの持ち場で力

を発揮されたことも成功裏に終了したのではないかと

思います。大変ご苦労様でございました。（石井 保 記） 

 
■記念講演： 午後 3時　青木 新門 氏 

　仏教は縁起を旨とし出会いを大事にします。出会い

がその後の人生を決定するきっかけとなります。私と

俳優の本木雅弘君との出会いもまさにその典型です。

私の作品「納棺夫日記」が取り持つ縁で、映画「おく

りびと」が製作され、それが晴れてアカデミー賞を受

賞したのです。 

　本木雅弘君という当時若干 26歳の青年が、ベナレス 

（ヒンズー教の聖地）というインド・ガンジス河での

光景（生死が隣り合わせに混在する現実）に驚嘆し、

そこでのスナップ写真の説明文として、私の「納棺夫

日記」の一節「蛆が光って見えた」を引用したいとの

電話での対話によって、本木雅弘君との縁が生まれた

との事です。 

5月の行事報告 May

 

 

 

 

 ◆5月12日（土）午前10時 
 　平成24年5月12日（土）に築地本願寺本堂において、

東京教区仏教壮年会連盟の総会・大会に参加してのご

報告ですが、この度の、親鸞聖人七百五十回大遠忌法

要御満座を機縁として「新たな始まり」を期する消息

のもと、平成23年度行事報告・決算・会計監査報告、

平成24年度活動方針（案）・予算（案）等を質疑応答

の中、全会一致で可決承認をされました。 

午後から大会に入り 

　1. 勘行：讃仏偈 

　2. 仏教壮年会連盟網領の朗読 

　3. 東京教区仏教壮年会連盟 理事長挨拶 

　4. 総会報告 

　5. 仏教壮年会の歌 

続いて記念法話として 

　1. 濱畑慧　師 

　　（大阪教区島上西組常見寺 

　　　衆徒・本願寺派布教師） 

　　法話： 

　   正定という生き方 

　2. 利井唯明師 

　　  （大阪教区島上西組常見寺住職・本願寺派輔教・行信教校長） 

　　法話：本願のよびごえ 

 

　お二人の貴重な法話を聴聞し閉会式り、東京教区仏

教壮年会連盟理事長挨拶に続いて、恩徳讚を全員で唱

和して閉会となりました。（石井 保 記） 

【東京教区仏教壮年会連盟　総会・大会に参加して】 
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